
三芳町 下⽔道ストックマネジメント計画（ポンプ場施設）概要版
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201
スクリーン
かす設備

001 NO.1粗目スクリーン 1,000W　1,350H　目開き50ｍｍ 1 1998 H10 22 15 7 3 3 13

002 NO.2粗目スクリーン 1,000W　1,350H　目開き50ｍｍ 1 2018 H30 2 15 7 3 1 6

003 NO.3粗目スクリーン 1,000W　1,350H　目開き50ｍｍ 1 1999 H11 21 15 7 3 3 13

ポンプ

設備
202

汚水ポンプ

設備
004 NO.1汚水水中ポンプ φ300×8.5m3/分×5.2ｍ×11kW 1 1998 H10 22 15 7 5 3 22

005 逆止弁 300A 1 1998 H10 22 15 7 4 3 18

006 NO.2汚水水中ポンプ φ300×8.5m3/分×5.2ｍ×11kW 1 2018 H30 2 15 7 5 1 15

007 逆止弁 300A 1 2018 H30 2 15 7 4 1 10

008 NO.3汚水水中ポンプ φ300×8.5m3/分×5.2ｍ×11kW 1 1999 H11 21 15 7 5 3 22

009 逆止弁 300A 1 2018 H30 2 15 7 4 1 10

付帯

設備
203 ゲート設備 013 流入電動ゲート 呑口Φ700ｍｍ　揚程740ｍｍ　1.5KW 1 2018 H30 2 15 7 4 1 10

014 流入電動ゲート 呑口Φ700ｍｍ　揚程740ｍｍ　1.5KW 1 2018 H30 2 15 7 4 1 10

015 流入電動ゲート 呑口Φ700ｍｍ　揚程740ｍｍ　1.5KW 1 2018 H30 2 15 7 4 1 10

016 バイパス電動ゲート 呑口Φ700ｍｍ　揚程740ｍｍ　1.5KW 1 1984 S59 36 15 7 4 5 23

204
クレーン物

揚設備
019 手動ﾁｪﾝﾌﾞﾛｯｸ １ｔ　　水中P用 1 2019 R1 1 20 7 2 1 3

205 脱臭設備 021 活性炭吸着塔 ﾊﾆｶﾑ脱臭装置　53m2/min 1 2012 H24 8 10 7 4 1 10

023 吸引ファン 53m3/min×0.4kW 1 2012 H24 8 10 7 2 1 3

電気計

装設備
206 受変電設備 024 引込計器盤 屋外柱上取付形 1 1983 S58 37 20 7 3 4 17

025 電灯盤 屋内自立閉鎖形 1 1998 H10 22 15 7 5 5 25

207 負荷設備 026 動力制御盤1 屋内自立自立閉鎖形 1 1998 H10 22 15 7 5 3 22

027 動力制御盤2 屋内自立自立閉鎖形 1 1998 H10 22 15 7 5 3 22

208 計測設備 030 流入渠水位計 1 2014 H26 6 10 7 4 1 10

031 ポンプ井水位計（№1用） フロート式 1 2019 R1 1 10 7 4 1 10

032 ポンプ井水位計（№2用） フロート式 1 2018 H30 2 10 7 4 1 10

033 ポンプ井水位計（№3用） フロート式 1 1999 H11 21 10 7 4 5 23

209
監視制御設
備

034 遠方監視盤（子局） 電灯盤内 1 1999 H11 21 15 7 5 3 22

035 遠方監視盤（親局） 監視所 1 1999 H11 21 15 7 4 3 18

036 非常通報装置 電灯盤内設置 1 2019 H31 1 15 7 4 1 10

210
建築付帯設
備

037 ポンプ室照明１ 1 2020 R2 0 15 7 2 1 3

038 ポンプ室照明２ 1 2020 R2 0 15 7 2 1 3

＊建設年度は更新を含めた最終年度である。
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仕様

■下水の溢水

■下水道使用者への使用停止

■公共用水域の水質汚染

1）【機能評価の評価】 簡易 1）耐用年数超過率による評価 簡易

2）維持管理費情報による評価

2）【コスト面の評価】 3）目標耐用年数による評価

　　各設備の改築費用から影響度を評価 4）健全度予測による評価

5）平均的故障発生頻度による評価

　　機能面、能力面、コスト面の総合的・ 詳細

　　定量的に影響度を評価

詳細

1）リスクマトリクスによる評価

2）数値化した「被害規模」と「発生確率」の積による評価

　　災害復旧時に求められる処理能力による評価

3）【機能面、能力面、コスト面の総合評価】

④リスク評価

①リスクの特定

リスク リスク発生による影響

処理場・ポンプ設
備の損傷・劣化

②被害規模（影響度）の検討 ③発生確率（不具合の起こりやすさ）の検討

1. ストックマネジメントの⽬的

2. 三芳町のポンプ場施設の状況

・多くの機械・電気設備が耐⽤年数を超過している状況です（図1）。

図1 第1中継ポンプ場における設備ごとの経過年数
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⾚いラインを上回っている設備が
標準耐⽤年数を超過した設備 表1 第1中継ポンプ場における設備のリスク評価結果

3. リスク評価

1

図3 リスクマトリクス

図2 リスクの評価⽅法

下⽔道施設を財源等の制約のもと適切に管理していくためには、短期的（5 年程度）な部分最適
による改築ではなく、中⻑期的な視点で下⽔道事業全体の今後の⽼朽化の進展状況を捉えて、優先
順位をつけながら施設の改築を進めることで、事業費（年価）の更なる削減を図ることが重要です。
そこで、本業務では、三芳町が管理する管路施設及びポンプ場施設について、リスク評価を踏まえ、
明確かつ具体的な施設管理⽬標及び⻑期的な改築シナリオを設定し、点検・調査計画を作成するこ
とを⽬的としています。

・本計画で対象とするリスクは設備の劣化に起因する事故・故障としています。
・被害規模(影響度)は、故障や劣化により、各設備に機能低下・停⽌等の不具合が発⽣した場合の影

響を表します。
・発⽣確率（不具合の起こりやすさ）はどのくらいの確率で不具合が発⽣するかを表します。
・リスクの⼤きさは、発⽣確率(不具合の起こりやすさ)のランクと、被害規模(影響度)のランクから

リスクマトリクス⽅式で表しました（図2、図3）。
・機械設備及び電気整備に対してリスク評価を⾏いました（表1）。

：本計画で採⽤
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4. 施設管理の⽬標設定

5. ⻑期的な改築事業シナリオの設定

・リスク評価の結果を踏まえ、施設管理の⽬標設定を⾏いました。
・⽬標設定は、ポンプ場施設に対するアウトカムとアウトプットとして⾏いました（表2）。

アウトカム（施設の点検・調査及び修繕改築に関する事業効果の⽬標）
⇒主要な施設の健全度を2以上に保つ/⽬標耐⽤年数を標準耐⽤年数の1.5〜2.0倍

アウトプット（事業量の⽬標）
⇒改築設備数 1件/年、定期的な調査点検の実施

表2 施設管理の⽬標

7.修繕改築計画

表5 ポンプ場設備修繕改築計画

・ポンプ場施設の修繕改築計画を表5のとおり策定しました。

・ポンプ場施設の管理⽅法を表3のとおり設定しました。

管理⽅法 対象施設 対象施設

状態監視保全 設備の劣化状況や動作状況の確認を⾏い、その状態に応じ
た対策を⾏う管理⽅法 機械設備

時間計画保全 各施設の特性に応じて予め定めた周期（⽬標耐⽤年数等）
により、対策を⾏う管理⽅法 電気設備

事後保全 異状、またはその兆候（機能低下等）や故障の発⽣後に対
策を⾏う管理⽅法 なし

表3 ポンプ場施設の管理⽅法

・今後の50年間を対象として、ポンプ設備の⻑期的な改築事業のシナリオについて検討しました。
・改築のシナリオは、「費⽤」、「リスク」等を総合的に勘案し、複数のシナリオを設定し、
⽐較検討しました。

・「総投資額、単年度投資額が最も少ない」ことや「平準化ができており、年度ごとの投資のバランス
が良い」ことなどの理由から、「⽬標耐⽤年数で改築し、予算を平準化するシナリオ」が最も最適
なシナリオ（図4）と判断しました。

・「標準耐⽤年数で改築するシナリオ（図5）」と「⽬標耐⽤年数で改築し、予算を平準化させるシ
ナリオ（図4）」の事業費を⽐較しますと、総事業費で343百万円（年間6.9百万円：50年平均）の費
⽤削減が可能と試算されました。

50年間総事業費：286百万円,1年あたり事業費：5.7百万円 50年間総事業費：629百万円,1年あたり事業費：12.6百万円

図4 ⽬標耐⽤年数で改築し、予算を平準化させるシナリオ 図5 標準耐⽤年数で改築するシナリオ

※機械設備の⽬標耐⽤年数は、標準耐⽤年数の2倍、電気設備の⽬標耐⽤年数は標準耐⽤年数の1.5〜1.7倍とされ
ています（効率的な改築事業計画策定後資料【下⽔道主要設備機能診断】より）。

6.点検調査計画

・点検とは「機能保持のため定期的に⽬視や聴覚等により異常の有無などの状態を確認する
活動（⽇常点検や法定点検）」と定義されます。

・調査とは「健全度の評価や予測のため⽬視・聴覚等や測定装置により定量的に劣化の実態
や動向を明確にする活動（ポンプ施設の分解調査等）」と定義されます。

・機械設備、電気設備の点検調査⽅法を表4のとおり定めました。

対象施設 点検・調査／更新⽅法

機械設備 定期的な点検（⽇常点検11回/年、定期点検1回/年）に加え、定期的な分解調査等（1
回/8年程度）を⾏い、劣化状況を把握し、健全度が2以下になれば更新する。

電気設備
定期的な点検（⽇常点検11回/年、定期点検1回/年）を⾏い、⽬標耐⽤年数（標準耐
⽤年数の1.5~1.7倍）で更新または点検にて異状が発⾒されたら速やかに更新または調
査を実施する。

表4 ポンプ場施設の点検・調査／更新⽅法

・R4年度、R8年度にNo.1汚⽔⽔中ポンプの調査を、R7年度にNo.2汚⽔⽔中ポンプの調査を
⾏う予定です。

2021年度基準

No.1流入ゲート Φ７００　1.5Kw 2018 3 B 250

粗目スクリーン 1998 23 C 250

1号汚水ポンプ ３００Ａ× １１ｋｗ 1998 23 C 1200

逆止弁 ３００Ａ 1998 23 C 410

No.2流入ゲート Φ７００　1.5Kw 2018 3 B 250

粗目スクリーン 2018 3

2号汚水ポンプ ３００Ａ× １１ｋｗ 2018 3 B 710

逆止弁 ３００Ａ 2018 3

No.3流入ゲート Φ７００　1.5Kw 2018 3 B 250

粗目スクリーン 1999 22 C 250

3号汚水ポンプ ３００Ａ× １１ｋｗ 1999 22 C 1200 B 710

逆止弁 ３００Ａ 2018 3

バイパスゲート Φ８００　1.5Kw 2021 0 C 1100

手動ﾁｪﾝﾌﾞﾛｯｸ １ｔ　　水中P用 2019 2

脱臭ファン Φ400×0.4Kw 2012 9 C 130

吸着脱臭塔（53㎥/分） FRP 2012 9

脱臭フィルター 酸性ガス用48枚 2012 9 B B B B B B B B B

中性ガス用144枚 2012 9 B B B B B B B B B

流入渠水位計 2014 7 C 150

ポンプ井水位計（№1用） 2019 2 C 25

ポンプ井水位計（№2用） 2018 3 C 25

ポンプ井水位計（№3用） 2020 1 C 25

ポンプ室照明１ 2020 1 C 70

ポンプ室照明２ 2020 1 C 70

引込計器盤 1983 38 C 60

電灯盤 1998 23 C 3500

動力制御盤１ 1998 23 C

動力制御盤２ 1998 23 C

非常通報装置 電灯盤内設置 2019 2 B 100

総事業費

B ：修繕 改築費

C ：更新

　　　　　　凡　　例

R12年度R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

250 21560 3,500 150 1,200 1,200 3801,100 410

2028 2029

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

390 390 390 390

2025 2026 2027

1,590 1,590 870

390 390 390 390

1,250

設置年 経過年数

1,490 800

2030

925

2021

640

20232022 2024

3,8901,200

390


